
 

 

京都府における地球温暖化対策の取組について 

 

１ 京都議定書誕生の地 京都 

  

  ○環境との共生 

  ・府内の４分の３を占める豊かな緑や都市と農山村とが共存する特色ある地域構造 
・多様な自然や風土が、独自の文化をはぐくみ、美しい環境を形成 
・環境効率に優れた産業が集積するとともに、よいものを大切に長く使う生活文化を継

承し、環境と共生 
 
 
２ 京都府地球温暖化対策条例に基づく取組 

 
  ○主な内容（別添の資料参照） 

  (1)排出量削減計画書等の報告・公表制度 

  (2)屋上等の緑化 

  (3)人材認定制度（エコマイスター制度） 

  (4)京都地球環境の日の制定（京都議定書が発効した２月１６日） 

 
 
３ 自治体レベルの地球温暖化対策の推進 

 
○地球温暖化の防止は、すべての人々が、これまでの経済システムや生活様式を見直し、

持続可能な社会に向けた具体的な行動を積み重ねていくことによってはじめて可能 

○地域における温室効果ガス削減の取組を一層積極的に進められることが期待されてい

る。 

  ○COP3 １０周年記念事業の開催（今年１２月に開催） 
 
 
 
 






